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１　くらしに大切な水

わたしたちは，家庭や農業，工場などのいろいろ

なところで水を利
り

用
よう

しています。水は，わたしたち

のくらしにかかすことができない大切なものです。

では，大和川の水は，どのように使われているので

しょう。

大和川流
りゅう

域
いき

は，もともと雨

のふる量
りょう

が少ないことや，まわ

りの山地が低
ひく

くて大きな支
し

流
りゅう

が

流れていないことなどから，水

不
ぶ

足
そく

になやんできました。

そのため，大和川流域の市町

村では，大和川の水を取り入れ

る量を決めて，川の水量を保つ

ようにしてきました。

5 5 くらしをささえる大和川くらしをささえる大和川

（1）くらしと大和川

水の利用
わたしたちの生活の中で，

水を利用することを利
り

水
すい

と

いいます。

▼水の使われ方

大和川の水は，�

わたしたちの生活と�

どのようにかかわって�

いるのかな。�

みんなで調べよう。�
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２　大和川の水の使われ方

奈良
な ら

県の一部では，大和川の本流や支
し

流
りゅう

の水をた

め池に引き入れて，今も農業などに使っています。

大阪
おおさか

府
ふ

の一部でも，大和川の支流の石
いし

川の上流に

滝畑
たきはた

ダムをつくって，その水を使っています。しか

し，大和川の水だけでは足りないため，遠く淀
よど

川流

域や紀
き

の川（吉
よし

野
の

川）から水を取り入れています。
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大和川が人びとの命のみなもとであったころ

もともと大和川は，今よりももっと人びとのくらしと深い結
むす

びつきをもっていました。

下の絵やおじいさんの話から，あなたの近くの大和川の昔の

ようすを，調べてみましょう。

わしは，びんもん�
どりや。今夜は，�
おいしいジャコが�
食べられるわ。�

今年はええ�
だいこんが�
とれたで。�

き
ょ
年
は
、
水
不
足
で�

苦
労
し
た
け
ど
、�

今
年
は
大
和
川
の�

水
も
多
い
よ
っ
て
、�

米
も
安
心
や
な
あ
。�

今年の台風で，�
水つきにならへんか�
心配や。�近いところに大和川が�

あるよって，せんたくも�
楽やなあ。�

水すくうたら�
シジミがえろう�
とれるで。�

もんどりで�
カワエビが�
えろうとれた。�

川底のすなが�
きもちいいよ。�

かわぞこ�

く�

ろ
う�

たいふう�

昔の面かげは，�

なくなりましたなあ。�

昔は，大和川から�

いろんなものをいただいて�

くらしていました。�

川に行ったら，だれかに�

会いましたしね。�

今は，だれも川に�

行かんようになりました�

なあ。�

おも�

今の大和川とは，ずいぶん�

川のようすがちがうね。�

大和川で泳げたなんて�

いいなあ。�



２　大和川とダム

大和川流
りゅう

域
いき

には，大
おお

阪
さか

府
ふ

の滝畑
たきはた

ダムや奈
な

良
ら

県の初
は

瀬
せ

ダム，天
てん

理
り

ダムなどのいくつかのダムがあります。

ダムのおもなはたらきは，水を確
かく

保
ほ

し，必要
ひつよう

なと

きにいつでも使えるように水を送ることです。また，

ふった雨が一度に川に流れこまないようにダムにた

めて，少しずつ川に流すことで水害
すいがい

を防いでいます。

大和川とその支流にはありませんが，放
ほう

流
りゅう

される

水がもつ大きなエネルギーを電
でん

気
き

に変
か

える，発電用
はつでんよう

のダムもあります。
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１　森林
しんりん

を守
まも

ろう

わたしたちが使っている水はどこからくるのでしょ

うか。それは川の水であり，山
さん

地
ち

にふった雨です。

森林は，ふった雨が一度に流れていかないように，

地
じ

面
めん

の落
お

ち葉
ば

や下草
したくさ

，土などが水をスポンジのよう

にすいこんでたくわえます。やがて水は地下にしみ

こんで地下水となり，少しずつゆっくりと川などに

流れていきます。そのため，洪水
こうずい

や水不足をやわら

げられるはたらきがあります。

さらに森林には，大雨のときに土やすなが流れ出

ることを防
ふせ

ぐはたらきもあります。

このようなはたらきから，わたしたちは森林を大

切にして，守っていかなければなりません。
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（2）山と大和川

森林のはたらき
森林は，水げんとしての

はたらきのほかに，生き物

に食べ物やよいすみかをあ

たえたり，空気をきれいに

したりします。また，木は

木材となり，建
たて

物
もの

や木
もく

製
せい

品
ひん

の原料になります。

地下水�

▲初瀬ダム▲滝畑ダム

洪水調節�
ちょうせつ�こうずい�

かんがい用水�

発電�

工業用水�

生活用水�

▲ダムのおもなはたらき

わたしたちが�

使っている�

水道水は，�

どこからきて�

いるのかしら。�

地下水は，�

長い年月を�

かけて，川や�

池，湖から�

海へ流れて�

いくのね。�

みずうみ�

大和川流域にも，�

ダムが�

あるんだね。�



十津
と つ

川・紀
き

の川（吉
よし

野
の

川）総合開発
そうごうかいはつ

なおやさんたちは，水不
ぶ

足
そく

で苦
くる

しんでいた奈良
な ら

ぼん地に水を送
おく

るための，十津川・紀の川総合開発について調べました。
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１　大和川流域の農業

大和川流域の市町村では，米作りのほかに，低
てい

地
ち

ではいちごやほうれんそう，トマトなどの野
や

菜
さい

，山

地ではかきやぶどうなどのくだもの，茶などが作ら

れています。
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（3）大和川流域
りゅういき

の農業や漁業

おおさか�

斑
鳩
町�

い
か
る
が�

大和高田市�
やまと　たか　だ�

大阪市�

かしわら�

柏原市�

は びき　の�

羽曳野市�

とん だ ばやし�

富田林市�

たい　し�

太子町�

か　なん�

河南町�

かわ　ち　なが　の�

河内長野市�

ち　はやあかさか�

千早赤阪村�

ふじ い でら�

藤井寺市�

や　お�

八尾市�

な　 ら�

奈良市�

やま と こおりやま�

大和郡山市�

い　こま�

生駒市�

へ ぐり�

平群町�

さんごう�

三郷町�

おお　じ�

王寺町�

かんまき�

上牧町�

たい　ま�

當麻町�

しんじょう�

新庄町�

こうりょう�

広陵町�

かわい�

河合町� かわにし�

川西町�
みや け �

三宅町�

あん ど�

おおよど�

大淀町�

たかとり�

高取町�

あ　す　か�

明日香村�

いちご�

えだまめ�

キャベツ�

じゃがいも�

きゅうり�

しゅんぎく�

だいこん�

トマト�

な　す�

ね　ぎ�

ほうれんそう�

か　き�

な　し�

ぶどう�

みかん�

茶�

にゅう牛�

肉　牛�

にわとり�

た　わらもと�

田原本町�

ご　せ�

御所市�

かしはら�

橿原市�

さくら　い�

桜井市�

てん　り�

天理市�

はいばら�

榛原町�

つ　 げ�

都祁村�

（1997年）（大阪農林水産統計年報・奈良県農林水産統計年報調べ）�

か　しば�

香芝市�

さかい�

堺市�

美
原
町�

み
　
は
ら�

大
阪
狭
山
市�

お
お
さ
か
　
さ
　
や
ま�

まつ ばら�

松原市�

安堵町�

大和川のまわりで生産
せいさん

されるおもな農産物
のうさんぶつ

吉野川分水…吉野川の水を津風呂
つ ぶ ろ

ダム，大迫
おおさこ

ダムにためて，奈良ぼん地に送

ります。

十津川分水…奈良県に取り入れた分だけ和歌
わ か

山
やま

県に流れる水
すい

量
りょう

が少なくなる

ので，熊野川（十津川）の水を猿谷ダムにためて吉野川の下流

の紀の川に送ります。

十津川・紀の川総合開発

できた野菜や�

くだものは，�

大阪市や京都市�

などの人口の�

多い都市に�

送られているよ。�

おお�さか� きょう�と�

と�し�

津風呂ダム�

大滝ダム�
（工事中）�

大迫ダム�

下渕頭首工�

下市取水場�
西吉野頭首工�

樋野東西分水工�

御所じょう水場�
ご｠ せ�

しもぶちとうしゅこう�

おおさこ�

つ　ぶ　ろ�

ひ｠｠の�

東
の
水
路�

奈
良
ぼ
ん
地�

西�

の�

水�

路�

紀�の�川�
（�吉�野�

川�）�

天辻峠�

猿谷ダム�
さるたに�

熊
野
川（
十
津
川
）�

水の流れ�

県営水道�

トンネル�

 発電所�

けん｠�

てん｠つじとうげ�

な
　
ら｠｠�

よし�

く
ま�

の�

の�

紀の川用水�

えい�

ち�

しもいち�

吉野川分水は，水道や�

約１万haの田畑を�

うるおすのに�

使われているわ。�

やく� ヘクタール�

猿谷ダムから�

送られている�

水は，発電にも�

使われているよ。�

さる�

はつでん�

たに�

吉野川分水の�

工事は，�

1950（昭和25）�

年からはじまり，�

30年以上も�

かかったんだよ。�

しょうわ�

ぶん�

い�じょう�

すい�
奈良ぼん地の人びとは，昔から水不足に�

なやまされていて，水の豊富な吉野川から�

水を引けないかと考えていたんだよ。�

ほう�ふ�



３　大
やま

和
と

郡山
こおりやま

市の金魚の養
よう

しょく

奈良
な ら

県大和郡山市は，300年以
い

上
じょう

前から金

魚の生
せい

産
さん

がさかんで，日本各地に送っています。

大和郡山市には，農
のう

業
ぎょう

用
よう

のため池が

たくさんあり，ため池に発生するミジ

ンコなどが金魚のえさにちょうどよい

などの条
じょう

件
けん

がありました。

昔は, 大和川の支
し

流
りゅう

の富
とみ

雄
お

川や佐保
さ ほ

川の水をため池に引きこんで, 金魚を

生産していましたが，最
さい

近
きん

は, 川の水

がよごれてきたことなどから，いど水

や水道の水を金魚をかう池に引いてい

ます。

大和郡山市では，金魚の品
ひん

ぴょう会

や全国金魚すくい選
せん

手
しゅ

権
けん

大会などを開
ひら

き，市の特
とく

産
さん

物
ぶつ

としての金魚を多くの

人に知ってもらうくふうをしています。

45

２　大阪
おおさか

わんの漁業
ぎょぎょう

―豊
ゆた

かな森林と川が魚や貝を育てる―

大阪わんは，昔から「ちぬ（クロ

ダイ）の海」とよばれるほど，魚が

たくさんとれました。淀
よど

川と大和川

が流れこみ，海の生き物を育ててき

たのです。

しかし，最
さい

近
きん

は，すなはまがなくなっ

たり，川の水がよごれてきたりしたため，

魚があまりとれなくなってきました。

このため，魚のすみやすいかん境
きょう

をつくっ

たり，ち魚
ぎょ

（魚の子ども）を放
ほう

流
りゅう

したりして，魚がたくさん

すむ海にしようとくふうして

います。
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漁業をする人が山に
木を植える
最近，日

にっ

本
ぽん

の各
かく

地
ち

で漁業

協同組合などが中心となっ

て，川の上流に木を植える

活動が行われています。

これは，ふ養
よう

土
ど

（落ち葉

がび生物で分解されてでき

る栄養分の多い土）の栄養

分が川によって海に運ばれ，

魚などの成長にかかせない

プランクトンを育てるはた

らきを取りもどそうとする

ためです。

漁業協同
きょうどう

組合で働く高
たか

田
だ

利
とし

夫
お

さんの話

大和川の河
か

口
こう

から数100mのとこ

ろまで，川と海の水がまざってる。

ここで，ち魚が育つんや。大和川がきれいにな

ったら，どんなにええやろう。今でも，河口で

ウナギのシラス（ウナギの子ども）をとって，

静
しず

岡
おか

県の浜
はま

名
な

湖へ送
おく

っているんや。

第２次世界大
たい

戦
せん

前まで，堺
さかい

市の海岸は，とても

きれいで，水族館
すいぞくかん

や潮
しお

湯
ゆ

（塩
えん

分
ぶん

をふくんだ温
おん

せん），

魚料理の旅館がたちならんで，にぎやかでしたで。

▲大阪わんの漁業（シラスウナギ漁
りょう

）

▲　とれとれ市

堺
さかい

出
で

島
じま

で毎週土

曜日，日曜日に開

かれる魚市と青空

レストラン。

▲▼金魚池

▲全国金魚すくい選手権大会

流れの速
はや

いとこ

ろはどこ？

右の絵のように，まっす

ぐに流れている川の橋
はし

の上

から，ささ舟をつくって流

しました。いちばん速く流

れるささ舟は，どれかな？

答え　イ（川のまん中は川底
かわぞこ

が深いため，川の両岸よりも水の勢
いきお

いが強いよ。）

ア イ ウ

▲


